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研究成果の概要（和文）：本研究は、特に社会学の分野を中心に、国際化の現状と課題を探ることで、日本の社会学の
国際化を加速させることを目的とする。日本の社会学関連学会の国際化をめぐるこれまでの動向と課題を調査・分析す
るとともに、各国の社会学会のかかえる諸課題や国際化の動向を探り、さらに、国際社会学会(ISA)の世界会議の運営
実態やISA 所属のRC（リサーチコミッテイー）の動きを調査・研究することを通じて、日本の社会学および関連学術分
野の研究者に、社会学の国際化をめぐる諸課題についての認識の共有をめざす。あわせて、日本の社会学の歴史と現状
を整理し、英文による報告書を作成することで日本社会学の国際的発信の一助とする。

研究成果の概要（英文）：It is often said that internationalization has not made much progress in the 
sphere of humanities and social sciences. The objective of this research is to speed up the 
internationalization of Japanese sociology by making clear the present situation and problems of 
internationalization. Along with analyzing trends that became clear with regard to internationalization 
of sociological scientific societies in Japan, we will investigate various problems of 
internationalization that sociological societies face in other countries. In addition, by examining the 
actual situation of organization of World Congress of International Sociological Association and trends 
within Research Committees of ISA, we aim at sharing the understanding on problems among Japanese 
researchers of sociology and related fields. We will also put in order the history and present condition 
of sociology of Japan, and, by creating reports in English, will facilitate the international 
dissemination of Japanese sociology.

研究分野：社会学
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１．研究開始当初の背景 

 グローバル化の進行のなかで、日本の学術

諸領域においても急速に国際化が進行しつ

つある。しかし、自然科学系分野と比較して、

日本の人文社会科学系分野においては、一部

の領域を除けば、教育研究の国際化の進行は

いまだ十分とはいえない。学術のグローバル

な展開と交流の深まりの中で、現在、日本の

学術の一層の発展のためにも、教育・研究に

おける国際化の加速が必須の課題となって

いる。こうした状況下で、日本における人文

社会科学系分野の国際化の推進は、きわめて

重要な課題である。本研究は、社会学および

関連書領域の国際化の加速のために何が課

題になっているかを明らかにするために実

施された。 

 
２．研究の目的 

 本共同研究は、日本の人文社会科学分野の

一層の国際化の促進をめざして、現在、国際

化・国際交流の動きを強めつつある社会学分

野を軸に、日本の教育・研究の国際化加速に

とって、現在・過去において何が障害になっ

てきたのか、また、現在の日本における社会

学各領域および社会学関連領域の国際化の

進行状況はどのような段階にあるのか、さら

に各国の社会学会の国際化の現状および国

際化に向けての動向は、どのような形で進行

しつつあるのかをめぐって、総合的に調査・

研究することを目的とする。また、すでに国

際的に活動している国際社会学会の動向や

それに所属する RC（リサーチコミッティ）の

動向についても調査を実施することで、日本

の社会学の国際化の加速の可能性を探る。な

お、国際調査の実施にあたっては、国際化の

現状把握とともに、国内および各国の社会学

および関連分野における研究動向調査や次

世代研究者支援の実態などについても留意

して調査にあたるものとする。 

  

 
３．研究の方法 

世界の社会学会の現状調査とともに、国際社

会学会の各 RC の現状について調査を行い、

日本国内の社会学コンソーシアム所属学会

に対する教育・研究の国際化の現状、国際化

の障害となっている課題、現在進めつつある

対応策等についてのアンケートおよび担当

者へのインタビューなどを実施することで、

社会学領域における国際化の実態について

研究を行った。 

 さらに、国際社会学会の協力のもと、それ

に所属する主要 RC における研究動向調査・

次世代支援策の現状および国際交流の現状

と課題についても、同様の調査を実施した。

また、国際社会学会所属の主要研究者の国内

招聘による日本の社会学の国際化をめぐる

協議を行ない、課題の抽出と対応策について

議論を整理した。 

 社会学系コンソーシアムとの連携により、

日本国内の社会学関連学協会にそれぞれの

歴史と現状、国際的な学術交流についての方

向性について整理を依頼し、それらを英文に

翻訳して報告書としてまとめた。日本の社会

学関連学協会の全体像を英文で整理し、その

印象を海外の研究者に提示したことの意義

は大きい。今後、社会学分野の国際的な学術

交流にとってきわめて有効なメデイアとな

ることが期待できる。 

 ２０１４年の世界社会学会議の開催にお

いて、世界会議の組織化のプロセスおよび運

営の実態についての記録を収集分析し問題

点や課題を整理するとともに、大会開催時に

生じた問題点や課題についても分析した。さ

らに、組織化および実際の大会運営上生じた

諸問題とそれへの対応を調査し考察を加え

た。 

  

４．研究成果 

国際社会学会の各 RC についての調査分析を

行うとともに、日本国内の社会学コンソーシ

アム所属学会に対する教育・研究の国際化の



現状、国際化の障害となっている課題、現在

進めつつある対応策等についてのアンケー

トおよび担当者へのインタビューなどの調

査分析を実施した。また、国際社会学会の各

RC についての調査分析も行った（報告書『日

本における社会学関連学協会の国際化の現

状と課題』2013 年参照）。 

 国内の社会学関連学協会の調査の結果、比

較的国際化が進んでいると予想されたこの

分野においても、外国語のみのジャーナルの

刊行は遅れており（関連学協会のアンケート

によれば１８％の学会が外国語時ジャーナ

ルを刊行していた）、また、関連国際学協会

との交流についても、近年少しずつ開始され

つつある状況（ほぼ半分の日本側学会が関連

領域の国際学会と連携している）であること

が明らかになった。 

 障害になっているのは何よりも資金不足

（６８％）、人員不足（６１％）、語学の壁（５

４％）であった。 

 また、各国の社会学の現状について、特に

社会学の講義の動向を軸に調査研究を行っ

た。その成果は、日本社会学会社会学教育委

員会との協力で行われたシンポジウムおよ

び社会学教育委員会の報告書のかたちで公

表された。 

 その後、社会学系コンソーシアムとの連携

により、各学協会のこれまでの歴史と現状、

国際社会へ向けてのアピールを収集、英文に

翻訳し報告書として公刊した(Message to 

the World－From Japanese Sociollogical 

and Social Welfare Studies Societies）。

本報告書は、国内外の研究者および研究機関

に発送するとともに、２０１４年に横浜で開

催された世界社会学会議において、国際社会

学会理事および各 RCの責任者にも配布した。

この報告書により、日本の社会学関連諸学会

の歴史と現状について、英文の形で整理・発

表できたことの意義は大きいものと考えら

れる。 

 また、５年間にわたる世界会議の組織化の

プロセスおよび運営の実態についての記録

を収集分析し問題点や課題を整理するとと

もに、大会開催時に生じた問題点や課題につ

いても分析を行った。また、組織化および実

際の大会運営上生じた諸問題とそれへの対

応を整理し報告書として刊行し（日本の社会

学の国際化加速に向けて―2014 年世界社会

学会議横浜大会の経験―）。 

 本研究の成果は、今後、社会学領域にとど

まらず、日本の人文社会科学領域全体への波

及効果をもたらす可能性がきわめて高いと

考えられる。 
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